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会
話
に
よ
る
美
術
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
視
座

英
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム「L

e
t’s T

a
lk

 A
rt!

」

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
来
館
者
の
国
際
化

に
対
応
し
て
英
語
に
よ
る
所
蔵
品
展
鑑
賞
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
た
め
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら

三
年
間
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
・
監
修
お
よ
び
二
〇

一
八
年
三
月
に
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
有
償

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
研
修
等
の
業
務
を
担
う

貴
重
な
機
会
を
頂
い
た
。
新
プ
ロ
グ
ラ
ム「L

et’ s 

T
alk A

rt!

」
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
二
日
を

皮
切
り
に
毎
週
金
曜
日
の
夕
方
実
施
し
て
い
る
。

今
回
は
そ
の
趣
旨
と
教
授
法
の
う
ち
テ
ー
マ 

設
定
と
事
前
統
合
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い﹇
註
１
﹈。

「L
e

t’s T
a

lk
 A

rt!

」

　
一
時
間
の
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
上
限
六
名
の

参
加
者
が
三
作
品
に
つ
い
て
文
字
通
り
語
り
合

う
。
会
話
に
よ
る
近
代
日
本
美
術
の
探
究
過
程

で
、
参
加
者
が
日
本
美
術
・
文
化
お
よ
び
参
加

者
間
異
文
化
交
流
を
楽
し
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

す
る
。
美
術
鑑
賞
は
会
話
に
よ
る
探
究
す
な
わ

ち
参
加
者
の
関
心
に
基
づ
く
発
見
学
習
に
適
し

て
い
る
。
音
楽
や
演
劇
と
異
な
り
、
美
術
作
品

は
物
質
と
し
て
身
近
に
存
在
し
続
け
、
探
究
過

程
で
作
品
を
知
覚
・
含
味
し
、
何
か
を
発
見
し

続
け
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
だ
。
ま
た
、
言
語
を

超
え
た
美
術
作
品
に
対
し
て
鑑
賞
者
が
抱
く
感

情
や
思
い
は
、
文
化
の
垣
根
を
越
え
て
、
言
語

を
介
し
て
共
有
可
能
で
あ
る
。
鑑
賞
者
の
作
品

に
関
す
る
意
見
は
、
各
人
の
個
人
的
・
社
会
的

文
脈
の
違
い
に
よ
り
多
様
で
あ
り
、
会
話
は
、
他

者
、
翻
っ
て
自
己
へ
の
気
づ
き
を
促
す
。

　
知
覚
し
得
な
い
作
品
の
文
脈
情
報
、
た
と
え

ば
作
家
が
技
法
を
学
ん
だ
場
所
、
発
表
当
時
の

評
価
、
居
住
空
間
に
お
け
る
掛
け
軸
の
鑑
賞
法

等
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
参
加
者
の
関
心

や
疑
問
に
応
じ
て
語
る
。
関
心
に
基
づ
く
文
脈

情
報
提
供
は
、
美
術
鑑
賞
経
験
を
実
り
豊
か
に

し
、
知
覚
に
よ
り
発
見
し
た
こ
と
と
文
脈
情
報

が
関
連
す
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
発
見
力
を
鑑
賞

者
自
身
が
認
識
す
る
機
会
に
も
な
る
。
ま
た
、

鑑
賞
作
品
に
は
重
要
文
化
財
や
日
本
画
を
含

め
、
作
品
に
関
連
す
る
文
化
・
観
光
情
報
も
盛

り
込
み
、
参
加
者
の
経
験
と
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
日
本
在
住
外
国
人
が

多
く
、
そ
の
知
人
の
海
外
在
住
者
、
観
光
客
や
、

英
語
力
を
維
持
し
た
い
美
術
愛
好
家
の
日
本
人

を
含
む
。
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
任
意
・
こ
れ
ま
で

全
参
加
者
が
回
答
）で
は
、
参
加
満
足
度
は
高
く
、

「
他
者
の
異
な
る
視
点
を
知
る
の
が
面
白
か
っ

た
」、「
自
分
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
を
発
見

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」と
い
っ
た
自
由
記
述
が
繰

り
返
さ
れ
、
初
対
面
で
意
気
投
合
し
て
夕
食
に

繰
り
出
す
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
参
加
者
が
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
堪
能
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

テ
ー
マ
設
定

　
鑑
賞
機
会
で
の
テ
ー
マ
設
定
の
良
し
悪
し
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
日
本
美
術
・
文
化
の
知

識
が
少
な
い
人
が
気
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
を
主

眼
と
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
い
る
。
各
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
研
究
に
基
づ

き
テ
ー
マ
と
作
品
を
選
定
す
る
た
め
、
毎
回
、
異

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。
展
示
替
え
も
頻
繁
に

あ
り
、
繰
り
返
し
参
加
し
て
も
楽
し
め
る
よ
う

心
掛
け
て
い
る
。

大
髙 

幸

教
育
普
及

　
テ
ー
マ
設
定
に
は
三
つ
の
効
果
が
あ
る
。
第
一

に
、
テ
ー
マ
に
よ
り
話
題
が
浮
か
び
上
が
り
、
話

し
や
す
く
な
る
。
学
校
と
違
い
、
美
術
館
で
は
見

知
ら
ぬ
人
々
が
初
め
て
出
会
う
。
ま
し
て
や
文

化
が
異
な
る
場
合
、
会
話
へ
の
心
理
的
な
障
壁

も
あ
る
だ
ろ
う
。「
先
生
」
の
よ
う
な
権
威
不
在

で
誰
も
が
対
等
な
関
係
を
築
き
得
る
美
術
館
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
民
主
的
な
学
習
共
同
体
の
形

成（
一
座
建
立
）
に
最
適
だ
。
そ
の
第
一
歩
は
話

し
や
す
い
グ
ル
ー
プ
の
形
成
で
あ
り
、
テ
ー
マ
は

そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
。

　
第
二
に
、
近
代
日
本
美
術
を
網
羅
す
る
こ
と

は
一
回
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
各
回
は
そ
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
味
わ
う
こ
と
を
ね
ら
う
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
テ
ー
マ
は
、
作
品
鑑
賞
の
足
掛
か
り
と
な
る

大
枠
で
あ
り
、
同
じ
作
品
で
も
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

別
の
特
徴
が
立
ち
現
れ
る
。
テ
ー
マ
に
は
複
数

の
層
が
あ
り
、
た
と
え
ば「
特
別
な
瞬
間
」「
風

景
」
は
、
場
面
や
モ
テ
ィ
ー
フ（
絵
画
に
お
け
る
中

心
的
イ
メ
ー
ジ
）等「
描
か
れ
た
何
か
」
に
関
す
る

普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
、
入
り
や
す
い
入
り
口
と
い

え
る
。「
光
」「
色
」
は
様
式
や
技
法
に
、「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
は
モ
テ
ィ
ー
フ
や
作
家
の
思
い

に
着
目
し
や
す
く
、「
日
本
画
の
変
遷
」
は
、
複

数
の
作
品
を
俯
瞰
す
る
メ
タ（
高
次
の
）テ
ー
マ

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
会
話
に
よ
る
探
究
は
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屏風や掛け軸の鑑賞では視点の高さも変える（筆者撮影）



11 │  Newsletter of The National Museum of Modern Art, Tokyo [Jan.-Mar. 2020]

作
品
の
モ
テ
ィ
ー
フ
、
様
式
、
媒
体
、
制
作
時
期
、

発
表
当
時
の
評
価
、
作
家
の
意
図
や
功
績
、
参

加
者
の
感
想
等
に
及
び
、
近
代
日
本
美
術
の
心

髄
の
享
受
へ
と
誘
う
。

　
第
三
に
、
テ
ー
マ
は
終
了
後
に
参
加
者
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
の
経
験
を
振
り
返
っ
た
り
、
他
者
と

語
っ
た
り
す
る
一
助
に
も
な
る
。
毎
回
、
作
品
の

特
徴
に
適
し
た
テ
ー
マ
設
定
と
異
文
化
の
参
加

者
に
留
意
し
て
、
近
代
日
本
美
術
の
本
質
と
参

加
者
の
心
に
触
れ
る
べ
く
、
探
究
過
程
に
お
い

て
作
品
間
比
較
、
参
加
者
の
文
化
間
比
較
を
取

り
入
れ
て
い
る
。

事
前
統
合

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以
来
、
二
種
類
の
参
加
者

が
存
在
す
る
。
第
一
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
を

事
前
に
理
解
し
、
会
話
へ
の
意
欲
が
あ
る
人
た

ち
。
第
二
は
、
従
来
の
解
説
型
ツ
ア
ー
と
勘
違
い

し
て
、
心
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
人
た
ち
。
後

者
は
前
者
よ
り
少
な
い
が
情
報
を
未
確
認
の
ま

ま
参
加
し
た
人
々
で
、
と
り
わ
け
直
前
に
参
加

を
決
め
た
方
に
見
受
け
ら
れ
る
。
会
話
に
よ
る

美
術
鑑
賞
・
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
世
界

で
も
新
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
想
定
し
て
い

た
。
動
機
の
異
な
る
初
対
面
の
人
々
が
会
話
す

る
探
究
型
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
素
と
し
て
重

要
な
の
が
事
前
統
合
で
あ
る
。

　
事
前
統
合
と
は
、
た
と
え
ば
、同
じ
小
船
に
乗

り
込
む
人
々
が
、
安
全
で
楽
し
い
船
旅
と
な
る

よ
う
、
航
路
と
船
上
で
の
役
割
を
船
出
前
に
各

自
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
美

術
館
で
の
探
究
型
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
国
際
的

に
一
般
的
で
、
多
数
の
専
門
書
が
出
版
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
事
前
統
合
を
論
述
す
る
も
の
は

稀
で
あ
る
。一
因
と
し
て
、
大
半
の
美
術
館
教
育

書
が
学
校
団
体
を
対
象
と
し
て
想
定
し
て
き
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
市
民
の
異
文
化
交
流
を

目
論
む
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、参
加
者
が
安
心
し

て
意
見
を
発
話
し
他
者
の
声
を
傾
聴
す
る
相
互

尊
敬
の
場
を
、
全
員
が
自
ら
築
く
必
要
が
あ
る
。

事
前
統
合
で
は
、解
説
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
勘
違
い

し
て
い
る
参
加
者
も
想
定
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
は
、
こ
れ
が
会
話
に
よ
る
探
究
・
意
見
交
換

を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
美
術
作
品
に
対

し
て
心
に
浮
か
ぶ
各
人
の
考
え
は
ど
れ
も
重
要

で
、
美
術
に
関
し
て
は「
一
つ
の
正
解
」
が
あ
る

訳
で
は
な
い
こ
と
を
話
す
。

　
さ
ら
に
、
事
前
統
合
の
要
は
、
各
人
が
短
い

自
己
紹
介
を
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
が
テ
ー
マ
に
ち
な
む
質
問
を
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。
テ
ー
マ
お
よ
び
こ
れ
か
ら
鑑
賞
す
る
作

品
と
各
人
の
過
去
の
経
験
を
つ
な
ぎ
、
考
え
る

機
会
を
提
供
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
テ
ー
マ
が「
人
物
画
」
の
場
合
、

「
人
物
画
と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
は
何
で
す

か
」と
い
う
質
問
は
ど
う
だ
ろ
う
。
人
は
会
話
す

る
と
き
、
聞
き
手
が
理
解
で
き
る
話
題
を
選
ぼ

う
と
自
ず
と
努
力
す
る
。
初
め
て
出
会
っ
た
異

文
化
の
人
々
の
間
で
は
、
知
っ
て
い
る
こ
と
を

他
者
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
会
話
が
展
開
し
て
い

く
。
こ
の
質
問
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
共
通
の

話
題
と
し
て
は
難
し
い
可
能
性
が
あ
る
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
Ｏ
さ
ん
は
、「
あ
な
た
は
、
初
対

面
の
人
が
ど
ん
な
人
か
、
何
を
手
掛
り
に
想
像

し
ま
す
か
」と
い
う
質
問
を
採
用
し
、
表
情
、
話

し
方
、
髪
の
色
、
装
い
、
持
ち
物
、
ボ
デ
ィ
ー
・

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
含
む
参
加
者
の
意
見
が
飛
び

交
っ
た
。
事
前
統
合
が
功
を
奏
し
た
場
合
、
便

乗
に
よ
り
多
様
な
意
見
が
時
を
待
た
ず
し
て
交

わ
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
Ｏ
さ
ん
は「
い
ま
挙
げ

て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、
表
情
や
…
を
使
っ
て
画

家
も
人
物
を
表
現
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
よ
う

な
手
掛
り
を
も
と
に
人
物
画
を
一
緒
に
探
究
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
結
ん
だ
。
こ
の
事
前
統
合

は
、
鑑
賞
へ
の
好
奇
心
を
そ
そ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
参
加
者（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
含
む
）が
共
同

体
を
形
づ
く
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
効
果
的
な
事

前
統
合
で
は
、
参
加
の
過
程
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
各
人
が
考
え
、
自
由
に
意
見
交
換
を
楽
し

む
こ
と
が
、
短
時
間
の
体
験
に
よ
り
鑑
賞
前
に

了
解
さ
れ
る
。
美
術
探
究
の
会
話
は
過
程
が
重

要
で
あ
り
、
各
人
が
帰
属
文
化
・
集
団
に
お
け
る

先
入
観
を
再
考
す
る
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
が
成

長
し
て
い
く﹇
註
２
﹈。
事
前
統
合
の
成
否
が
鑑

賞
活
動
の
成
否
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

お
わ
り
に

テ
ー
マ
設
定
と
事
前
統
合
は
、
多
様
な
美
術
鑑

賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
用
し
得
る
。
た
だ
し
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
は
、
美
術

史
や
作
品
を
熟
知
す
る
だ
け
で
な
く
、
会
話
に

よ
る
民
主
的
形
式
の
教
育
機
会
を
提
供
で
き

る
教
育
者
と
し
て
の
職
能
を
要
す
る
。
特
に
、

事
前
統
合
の
設
計
・
実
施
は
、
専
門
家
に
求
め

ら
れ
る
職
能
に
基
づ
く
と
い
え
よ
う
。「L

et’
s 

T
alk A

rt!

」
の
開
発
・
運
営
で
は
、
体
系
的
研

修
、
個
別
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
専
門
家
教
育
を
実
施

し
て
き
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
）
は
、
美
術
に
造
詣
の
深
い
海
外
居
住
経
験

を
有
す
る
常
勤
の
大
学
英
語
講
師
等
で
、
文

化
交
流
の
重
要
性
を
認
識
し
、
切
磋
琢
磨
に

余
念
が
な
い
。
今
後
、
外
国
語
に
よ
る
美
術
館

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
加
し
、
国
際
交
流
、
文
化

の
多
様
性
の
理
解
が
一
層
進
む
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

 

（
放
送
大
学
客
員
准
教
授
）

註１  

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
法
、
構
成
等
に
つ
い
て
は
、
大

髙
幸「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
そ
の
理
念
と
人
文
科
学
系
博

物
館
に
お
け
る
実
践
」大
髙
幸
・
端
山
聡
子
編
著『
博
物

館
教
育
論
』放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
六
年
、
八

一
〜
九
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２  

参
加
と
過
程
を
重
視
す
る
ボ
ー
ム
は
、個
人
も
グ
ル
ー

プ
も
変
化
す
る
こ
の
よ
う
な
過
程
を「
対
話
」
と
い
う
。
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